
中䠎理科 
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要点䛾䜎䛸䜑 

宮城県立聴覚支援学校 
 

中学 理科 

①化学変化と原子・分子



炭酸水素䝘䝖䝸䜴䝮䛾分解䠄実験䠅 䠘別名䠚 

᣻曹䠄じ䜕う䛭う䠅 

ふくらしብ 
ベーキング 
   パウダー 

     

塩化ἅἢἽἚ紙がί ᾱ ὸỉỂ 

  ③   

塩化ἅἢἽἚ紙 

消えた 

石灰水がί ᾰ ὸỉỂ 

  ②    

強い 
アルカリ性 

弱い 
アルカリ性 

   ①   

䠘実験時䛾注意䠚            
①試験管ỉ口ử下ậỦ   
②火ử消Ẵ前ỆỾἻἋ管ử 

水槽かỤ取ụ出Ẵ 

試験管Ệ水が入ỤễいợうỆὲ 

  䠽   

  䠾   



炭酸水素䝘䝖䝸䜴䝮䛾分解䠄実験䠅 䠘別名䠚 

᣻曹䠄じ䜕う䛭う䠅 

ふくらしብ 
ベーキング 
   パウダー 

     

塩化ἅἢἽἚ紙がί赤ẪễẾẺὸỉỂ 

塩化ἅἢἽἚ紙 

消えた 

石灰水がί白ẪỆắẾẺὸỉỂ 

二酸化炭素 

強い 
アルカリ性 

弱い 
アルカリ性 

炭酸ἜἚἼỸἲ 

䠘実験時䛾注意䠚            
①試験管ỉ口ử下ậỦ   
②火ử消Ẵ前ỆỾἻἋ管ử 

水槽かỤ取ụ出Ẵ 

試験管Ệ水が入ỤễいợうỆὲ 

白く䛻ご䛳䛯 

赤く䛺䛳䛯 

  水   



ᾀ種類ỉ物質が 
ᾁ種類以上ỉ物質Ệ分かủỦ変化。 

炭酸水素ἜἚἼỸἲử熱ẴỦể 
ί         ὸểί         ὸểί         ὸỆ 
ί      ὸẴỦ。 
    ①   ② ③ 

④ 

炭酸水素ἜἚἼỸἲ      ①      ② ③ 䠇 䠇 

④ 

ἧỹἠὊἽἧἑἾỶὅが 
うẴいἦὅἁ色ỆễỦ。 
ί弱いỴἽỽἼ性ὸ 

ἧỹἠὊἽἧἑἾỶὅが 
赤色ỆễỦ。 
ί強いỴἽỽἼ性ὸ 

石灰水が 
白ẪỆắỦ 塩化ἅἢἽἚ紙が 

赤色ỆễỦ 

分解 

炭酸水素䝘䝖䝸䜴䝮䛾分解䠄䜎䛸䜑䠅 



ᾀ種類ỉ物質が 
ᾁ種類以上ỉ物質Ệ分かủỦ変化。 

炭酸水素ἜἚἼỸἲử熱ẴỦể 
ί         ὸểί         ὸểί         ὸỆ 
ί      ὸẴỦ。 
炭酸ἜἚἼỸἲ 二酸化炭素 水 
分解 

炭酸水素ἜἚἼỸἲ 炭酸ἜἚἼỸἲ 二酸化炭素 水 䠇 䠇 

分解 

ἧỹἠὊἽἧἑἾỶὅが 
うẴいἦὅἁ色ỆễỦ。 
ί弱いỴἽỽἼ性ὸ 

ἧỹἠὊἽἧἑἾỶὅが 
赤色ỆễỦ。 
ί強いỴἽỽἼ性ὸ 

石灰水が 
白ẪỆắỦ 塩化ἅἢἽἚ紙が 

赤色ỆễỦ 

分解 

䜆䜣かい 

炭酸水素䝘䝖䝸䜴䝮䛾分解䠄䜎䛸䜑䠅 



酸化銀䛾分解 

᳛ 

ᩓ流が流れた 
ᲢᝃᩓྶがついたᲣ 

① 

້のついたዴᬐを入れたら 
Ტ  ᳜  Უ 

  ② 

酸化銀ử熱ẴỦể 
ί     ὸểί    ὸỆ分解ẴỦ ① ② 

酸化銀 ① 䠇 ② 

䠄䜎䛸䜑䠅 

分解 

䝇䝥䞊䞁 せ䜣こう 

さ䜣 か ぎ䜣     䜆䜣 かい 

䛽䛳 

䠄  色䠅 白色 

黒色 



酸化銀䛾分解 

ピカピカ 
光った 

ᩓ流が流れた 
ᲢᝃᩓྶがついたᲣ 

銀 

້のついたዴᬐを入れたら 
Ტよく༓えたᲣ 

  酸素 

酸化銀ử熱ẴỦể 
ί     ὸểί    ὸỆ分解ẴỦ 銀 酸素 

酸化銀 銀 䠇 酸素 

䠄䜎䛸䜑䠅 

分解 

䝇䝥䞊䞁 せ䜣こう 

さ䜣 か ぎ䜣     䜆䜣 かい 

䛽䛳 

䠄  色䠅 白色 

黒色 



水䛾電気分解 

純粋ễ水Ị電気が流ủễいỉỂ 
ί       ③      ὸử加えề 
電流が流ủởẴいợうỆẴỦ 

陰極か὚出ἷく὜気体ὀ？ 
火がἵいたᾢᾇᾅὣ近ἶけ὜Ἱ 
（   ὦ   ）ἿἸ、 
（   ①   ）Ἰあ὜ 
 
陽極か὚出ἷく὜気体ὀ？ 
火がἵいた線香ὣ入Ὕ὜Ἱ 
（   Ὠ   ）ἿἸ 
（   ②   ）Ἰあ὜ 

 
 

ί   ὸᾉί   ὸ ᾰ ᾱ 
 ①   ②  



水䛾電気分解 

純粋ễ水Ị電気が流ủễいỉỂ 
ί              ὸử加えề 
電流が流ủởẴいợうỆẴỦ 
水酸化ἜἚἼỸἲ水溶液 

陰極か὚出ἷく὜気体ὀ？ 
火がἵいたᾢᾇᾅὣ近ἶけ὜Ἱ 
（ᾡᾷἹ爆発す὜）ἿἸ 
（  水素  ）Ἰあ὜ 
 
陽極か὚出ἷく὜気体ὀ？ 
火がἵいた線香ὣ入Ὕ὜Ἱ 
（ Ὑく燃え὜  ）か὚ 
（  酸素   ）Ἰあ὜ 

 
 

ί   ὸᾉί   ὸ ᾁ ᾀ 
水素 酸素 



水䜢電気分解す䜛䛸 
 䠉極䛻䠄     䠅、 䠇極䛻䠄     䠅が発生す䜛。 
 
 
 
 こ䛾時、䠄     䠅䠖䠄     䠅䠙䠄   䠅䠖䠄   䠅
䛾割合䛷発生す䜛。 

䠄䜎䛸䜑䠅 

水 ① ② ＋ 

② ① 

① ② ａ ｂ 

Ａ 電流を流して、物質を分解すること。 



水䜢電気分解す䜛䛸 
 䠉極䛻䠄     䠅、 䠇極䛻䠄     䠅が発生す䜛。 
 
 
 
 こ䛾時、䠄     䠅䠖䠄     䠅䠙䠄   䠅䠖䠄   䠅
䛾割合䛷発生す䜛。 

䠄䜎䛸䜑䠅 

水 水素 酸素 ＋ 

酸素 水素 

水素 酸素 ２ １ 

電気分解 電流を流して、物質を分解すること。 



 

原子 （  ア  ）最小のᅝ。 

それ以上（  エ  ） 

種ᆊによって（ オ ）や（ カ ）が 
            決まっている 

他の原子に変わったり、なくなったり、 
新しくできたりしない。 

ί  Ỷ   ὸ種類ỉ原子ầ発見ẰủềẟỦ。 

 キ  
１ｃｍの１億分の１程度 

䜴  䠅 



 

原子 （物質を作っている）最小のᅝ。 

ドルトン 
それ以上（分けられない） 

種ᆊによって（質ᅶ）や（大きさ）が 
            決まっている 

他の原子に変わったり、なくなったり、 
新しくできたりしない。 

ί      ὸ種類ỉ原子ầ発見ẰủềẟỦ。 約ᾀᾀ὿ 

質ᅶ 
１ｃｍの１億分の１程度 



ア∙モニアの分子 

窒素の分子 

分子 物質の（  ア  ）最小のᅝ。 

 イ 
（ ウ ）種ᆊの原子からできているもの。 

（ エ ）種ᆊ以上の原子からできているもの。 

ｂ ａ ｃ 

ｄ  ｅ 
 ｆ 

ｇ ｈ 結合す䜛形
が䛱がう 

単体䛾分子 

化合物䛾分子 

化学式䛷表せ→ 

化学式䛷表せ→ 



ア∙モニアの分子 

窒素の分子 

分子 物質の（性質を示す）最小のᅝ。 

アボガドロ 
･･･（１）種ᆊの原子からできているもの。 

･･･（２）種ᆊ以上の原子からできているもの。 
Ｏ２ Ｈ２ 

Ｎ２ 

Ｈ２Ｏ 
ＣＯ２ ＮＨ３ 

Ｍｇ Ｃｕ 
結合す䜛形
が䛱がう 

単体䛾分子 

化合物䛾分子 



① 
② 
③ 

④ 
⑤ 
⑥ 

⑦ 
⑧ 

⑩ 

⑨ 
⑪ 

気体 気体 

固体 固体 

その物質の最小のつくりを 
原子の（ ア ）と（ イ ）で表したもの。 化学式 

原子のᚡ号 
右下に小さく Ძ 

᳂ 

᳉ ᳂ Წ ᳉ Ძ 

Ძ 

Ẫ 

右䛾図䛻 
化学式䛷書き込䜑 
 
酸素 
水素 
窒素 
䝘䝖䝸䜴䝮 
䝬䜾䝛䝅䜴䝮 
銅 
水 
二酸化炭素 
䜰䞁䝰䝙䜴䝮 
塩化䝘䝖䝸䜴䝮 
酸化銀 



Ｏ２ 
Ｈ２ 
Ｎ２ 

Ｈ２Ｏ 
ＣＯ２ 
ＮＨ３ 

Ｎａ 
Ｍｇ 

ＮａＣｌ 

Ｃｕ 
Ａｇ２Ｏ 

気体 
気体 

固体 固体 

その物質の最小のつくりを 
原子の（記号）と（数字）で表したもの。 化学式 

原子のᚡ号 
右下に小さく Ძ 

᳂ 

᳉ ᳂ Წ ᳉ Ძ 

Ძ 

Ẫ 

酸素 
水素 
窒素 
䝘䝖䝸䜴䝮 
䝬䜾䝛䝅䜴䝮 
銅 
水 
二酸化炭素 
䜰䞁䝰䝙䜴䝮 
塩化䝘䝖䝸䜴䝮 
酸化銀 



ᾋộểỜᾍ「水ỉ合成」Ệếいề 

水素ể酸素ửί   ὸᾉ ί   ὸỉ割合Ể点火ẴỦể、 
                     化合Ẳềί    ὸがỂきỦ。 

水እ ὺ ᣠእ ① 
単体 単体 化合ཋ 

ᣠ化ཋ 

化学反応式Ể表Ẵể 
              ② 

䠽 䠾 
① 

結合す䜛形
が䛱がう 



ᾋộểỜᾍ「水ỉ合成」Ệếいề 

水素ể酸素ửί   ὸᾉ ί   ὸỉ割合Ể点火ẴỦể、 
                     化合Ẳềί    ὸがỂきỦ。 

水እ ὺ ᣠእ 水 
単体 単体 化合ཋ 

ᣠ化ཋ 

化学反応式Ể表Ẵể 
     ᾗᾁ   ὺ   ᾞᾁ   →   ᾗᾁᾞ ᾁ ᾁ 

䠎 䠍 
水 

結合す䜛形
が䛱がう 



᲼Ტ混合ཋᲣ ᲻Ტ化合ཋᲣ 

ί ③ ὸが発生ẴỦ 腐ẾẺ卵ỉỆおい 
ί ④ ὸが発生ẴỦ 
ί有毒ỾἋὸ 

灰色 黒色 

磁石ỆẪẾếẪί   ὸ 磁石ỆẪẾếかễい ② 

䠎䛴䛾䜝う䛸䛻䜰䝹䝭䜢巻い䛯䜎䜎 
混合物䜢入䜜䜛䠄䠎䛴作䜛䠅 

① 

䠘注䠚鉄粉䛿細かい䜒䛾䜢 
   使うこ䛸。 



᲼Ტ混合ཋᲣ ᲻Ტ化合ཋᲣ 

ί水素ὸが発生ẴỦ 腐ẾẺ卵ỉỆおい 
ί硫化水素ὸが 
     発生ẴỦ 
ί有毒ỾἋὸ 

灰色 黒色 

磁石ỆẪẾếẪί   ὸ 磁石ỆẪẾếかễい 鉄 

䠎䛴䛾䜝う䛸䛻䜰䝹䝭䜢巻い䛯䜎䜎 
混合物䜢入䜜䜛䠄䠎䛴作䜛䠅 

ᄑ化ᤧ 

䠘注䠚鉄粉䛿細かい䜒䛾䜢 
   使うこ䛸。 



反応が起こ䛳䛶か䜙、加熱䜢止䜑䛶䜒 

加熱を止めても反応は進む 
 
䠘理由䠚 
ίỴὸが発生Ẳề 
ẸỉίỴὸỂ反応が進ớかỤ 
 



反応が起こ䛳䛶か䜙、加熱䜢止䜑䜛䛸 

加熱を止めても反応は進む 
 
䠘理由䠚 
ί熱ὸが発生Ẳề、 
Ẹỉί熱ὸỂ反応が進ớかỤ 
 

熱 



ίộểỜὸ 
 
鉄ể硫黄ử混ặề熱ẴỦể、ί   ὸẲềί      ὸỆễỦ。 

ᤧ ᄑ᰾ ① ὺ 
黒䛳䜍い 
単体 

黄色 
単体 

Ტ ᳜ Უ Ტ ᳝ Უ 

化学反応式Ể表Ẵể 
              ② 

ᾰ ① 
化合 

「化合」ỆếいềỉộểỜ 
 
 物質ί単体ὸể物質ί単体ὸử化合ẴỦể、ί      ὸがỂきỦ。 ᾲ 

ཋឋ ὺ ཋឋ   ᳝   
化合 

黒䛳䜍い 



ίộểỜὸ 
 
鉄ể硫黄ử混ặề熱ẴỦể、ί   ὸẲềί      ὸỆễỦ。 

ᤧ ᄑ᰾ ᄑ化ᤧ ὺ 
黒䛳䜍い 
単体 

黄色 
単体 

混合ཋ 化合ཋ 

化学反応式Ể表Ẵể 
     ᾕᾴ   ὺ   ᾢ   →   ᾕᾴᾢ 

化合 硫化鉄 
化合 

「化合」ỆếいềỉộểỜ 
 
 物質ί単体ὸể物質ί単体ὸử化合ẴỦể、ί      ὸがỂきỦ。 化合物 

ཋឋ ὺ ཋឋ 化合ཋ 
化合 

黒䛳䜍い 



䝬䜾䝛䝅䜴䝮䠍䠊䠎䡃䜢加熱し䛯場合 

ᾀώᾁ 
ᾀώᾅ 
ᾀώᾇ 
ᾁώ὿ 
ᾁώ὿ 
ᾁώ὿ 
ᾁώ὿ 

ἰἂ἟ἉỸἲỊί    ὸ回目Ể完全Ệ酸化ẲẺ。 
ἰἂ἟ἉỸἲᾀώᾁᾶỆ酸化ẲẺ酸素Ịί    ὸᾶ。 

ア 
 Ỷ 

1.2g 

0.8g 

化合ẲẺ割合Ị 
ἰἂ἟ἉỸἲᾉ酸素 
ᾌί  ὸᾉί  ὸ ウ エ 

ᾀώᾁᾶ 

ᾁώ὿ᾶ 

完全䛻酸化し䛯 



䝬䜾䝛䝅䜴䝮䠍䠊䠎䡃䜢加熱し䛯場合 

ᾀώᾁ 
ᾀώᾅ 
ᾀώᾇ 
ᾁώ὿ 
ᾁώ὿ 
ᾁώ὿ 
ᾁώ὿ 

ἰἂ἟ἉỸἲỊί    ὸ回目Ể完全Ệ酸化ẲẺ。 
ἰἂ἟ἉỸἲᾀώᾁᾶỆ酸化ẲẺ酸素Ịί    ὸᾶ。 

３ 
὿ώᾇ 

ᾁώ὿ᾶὼᾀώᾁᾶᾌ὿ώᾇᾶ 

1.2g 

0.8g 

化合ẲẺ割合Ị 
ἰἂ἟ἉỸἲᾉ酸素 
ᾌί  ὸᾉί  ὸ ３ ２ 

ᾀώᾁᾶ 

ᾁώ὿ᾶ 

完全䛻酸化し䛯 



銅䠍䠊䠎䡃䜢加熱し䛯場合 

ᾀώᾁ 
ᾀώᾂ 
ᾀώᾃ 
ᾀώᾄ 
ᾀώᾄ 
ᾀώᾄ 
ᾀώᾄ 

銅Ịί    ὸ回目Ể完全Ệ酸化ẲẺ。 
銅ᾀώᾁᾶỆ酸化ẲẺ酸素Ịί    ὸᾶỂあỦ。 

ア 
 Ỷ 

1.2g 

0.3g 

化合ẲẺ割合Ị 
銅ᾉ酸素ᾌί  ὸᾉί  ὸ ウ エ 

完全䛻酸化し䛯 



銅䠍䠊䠎䡃䜢加熱し䛯場合 

ᾀώᾁ 
ᾀώᾂ 
ᾀώᾃ 
ᾀώᾄ 
ᾀώᾄ 
ᾀώᾄ 
ᾀώᾄ 

銅Ịί    ὸ回目Ể完全Ệ酸化ẲẺ。 
銅ᾀώᾁᾶỆ酸化ẲẺ酸素Ịί    ὸᾶỂあỦ。 

３ 

ᾀώᾄᾶὼᾀώᾁᾶᾌ὿ώᾂᾶ 
὿ώᾂ 

1.2g 

0.3g 

化合ẲẺ割合Ị 
銅ᾉ酸素ᾌί  ὸᾉί  ὸ ４ １ 

完全䛻酸化し䛯 



䠘例䠚 
 

激ẲẪί   ὸểί   ὸử出ẲễがỤ、 
物質がί     ὸể結ỎếẪ反応。 

光 ༏ 
ᣠእ 

᲼ 

鉄 ὺ 酸素 → ① ὺ 光・༏ 

ἰἂ἟ἉỸἲ ὺ 酸素 → ② 光・༏ ὺ 

༓໲ 

༓໲ 

鉄ởἰἂ἟ἉỸἲỂỊ、酸化ẴỦể重Ằがί     ὸễỦ。 
 
ᾋ理由ᾍ 
 
ί              Ỷ              ὸ 

ア 



䠘例䠚 
 

激ẲẪί   ὸểί   ὸử出ẲễがỤ、 
物質がί     ὸể結ỎếẪ反応。 

光 ༏ 
ᣠእ 

༓໲ 

鉄 ὺ 酸素 → 酸化鉄 ὺ 光・༏ 

ἰἂ἟ἉỸἲ ὺ 酸素 → 酸化ἰἂ἟ἉỸἲ 光・༏ ὺ 

༓໲ 

༓໲ 

鉄ởἰἂ἟ἉỸἲỂỊ、酸化ẴỦể重Ằがί     ὸễỦ。 
 
ᾋ理由ᾍ 
 
鉄ởἰἂ἟ἉỸἲỆ酸素が結ỎếẪί酸化ẴỦὸかỤ。 

᣻く 

䛽䜣し䜗う 

䝥䝸䞁䝖䛾 
上䛾方䛻 
書こう 



䜝う䛭く䛾燃焼 

Ტ ① Უ Ტ ② Უ 

ᣠእ 

໗እ 水እ 

ᣠእ 

ί結果ὸ 
ỨうẸẪỊ燃焼ẴỦểί        ὸ 
ỪẬỊ 
ί                                ὸ 

 Ỷ  
炭素Ị酸化Ẳềί ① ὸỆễụ、水素Ị酸化Ẳềί ② ὸỆễẾề 
空気中Ệ出ề行ẪかỤ。 

ỨうẸẪỊ炭素ể水素ỂỂきềいề 
ί     物ὸỂあỦ!! 
 
燃えề最後ỆỊ、ί  Ỵ  ὸ!! 

 ③ 



䛷䛿、䜝う䛭く䛾燃焼䛷䛿 
䛹う䛰䜝うか䠛 

Ტ二ᣠ化໗እᲣ Ტ 水 Უ 

ᣠእ 

໗እ 水እ 

ᣠእ 

ί結果ὸ 
ỨうẸẪỊ燃焼ẴỦểί        ὸ 
ỪẬỊ 
ί                                ὸ 

軽ẪễỦ 
炭素Ị酸化Ẳềί二酸化炭素ὸỆễụ、水素Ị酸化Ẳềί水ὸỆễẾề 
空気中Ệ出ề行ẪかỤ。 

ỨうẸẪỊ炭素ể水素ỂỂきềいề 
ί     物ὸỂあỦ!! 
 
燃えề最後ỆỊ、ίễẪễỦὸ! 

有機物 



ί Ỵ ὸử使Ếề化学変化ử表ẲẺờỉ。 

 ① 

          ① 

酸素  ② 
ᾒ ᾞᾁ ᾒᾞᾁ 

  ③ 

ᾜᾶ ᾞᾁ ᾜᾶᾞ ᾁ ᾁ 

※両辺ỉ原子ỉί Ỷ ὸểί Ỹ ὸử同ẳỆẴỦ!! 
化学反応式 

ᾒ ᾞ ᾞ ᾒ ᾞ ᾞ 

ᾞ ᾞ ᾞ 

ᾞ 

ᾕᾴ ᾕᾴ ᾢ ᾢ 

ᾜᾶ 
ᾜᾶ 

ᾜᾶ 
ᾜᾶ 

          ② 

           ③ 



ί化学式ὸử使Ếề化学変化ử表ẲẺờỉ。 

硫化鉄 
ᾕᾴ ᾢ ᾕᾴᾢ 

酸素 二酸化炭素 
ᾒ ᾞᾁ ᾒᾞᾁ 

酸化ἰἂ἟ἉỸἲ 

ᾜᾶ ᾞᾁ ᾜᾶᾞ ᾁ ᾁ 

※両辺ỉ原子ỉ種類ể数ử同ẳỆẴỦ!! 
化学反応式 

ᾒ ᾞ ᾞ ᾒ ᾞ ᾞ 

ᾞ ᾞ ᾞ 

ᾞ 

ᾕᾴ ᾕᾴ ᾢ ᾢ 

ᾜᾶ 
ᾜᾶ 

ᾜᾶ 
ᾜᾶ 



 

水素 酸素 

ᾗᾁᾞ ᾗᾁ ᾞᾁ ᾁ ᾁ 

水素 酸素 

ᾗᾁ ᾞᾁ ᾗᾁᾞ ᾁ ᾁ 

ᾞ 

䠤 

ᾞ 
ᾞ ᾞ 

ᾞ ᾞ 
ᾞ ᾞ 

䠤 䠤 䠤 䠤 䠤 䠤 䠤 

䠤 䠤 

䠤 䠤 

䠤 

䠤 

䠤 

䠤 

水䛾分解 

水䛾合成 

           ④ 

            ⑤ 



 

水素 酸素 

ᾗᾁᾞ ᾗᾁ ᾞᾁ ᾁ ᾁ 

水素 酸素 

ᾗᾁ ᾞᾁ ᾗᾁᾞ ᾁ ᾁ 

ᾞ 

䠤 

ᾞ 
ᾞ ᾞ 

ᾞ ᾞ 
ᾞ ᾞ 

䠤 䠤 䠤 䠤 䠤 䠤 䠤 

䠤 䠤 

䠤 䠤 

䠤 

䠤 

䠤 

䠤 

水䛾分解 

水䛾合成 



 口䜢䠄  䜲   䠅 

䠄    䜴    䠅 

    ② 

       䜶 

䠟 方法① ί炭素ὸể混ặề熱ẴỦ方法 

ᣠ化᤾は᤾に(    ) 
Ტ ア Უᑥに変化するᲣ 

Ტ① ᲣにᲢ ᳝ Უされる 

酸化銅 ὺ 炭素 → ί     ὸ ὺ ί      ὸ 銅 ᾒῄᾞ ᾒ ᾒῄ ᾒᾞᾁ 
䠎 䠎 

Ტ ᳝ Უされる 

 Ტ ᳞ Უされる 

           ④ 



 口䜢䠄下䛻向け䜛䠅  䜲   䠅 

䠄白く䛻ご䜛䠅 

二酸化炭素 

䜺䝷䝇管䜢試験管か䜙出す 

還元 方法① ί炭素ὸể混ặề熱ẴỦ方法 

ᣠ化᤾は᤾に(    ) 
Ტ ហかっᲣᑥに変化するᲣ 

Ტ ᤾ ᲣにᲢᢩ元Უされる 

酸化銅 ὺ 炭素 → ί     ὸ ὺ ί      ὸ 銅 ᾒῄᾞ ᾒ ᾒῄ ᾒᾞᾁ 
䠎 䠎 

Ტᢩ元Უされる 

 Ტᣠ化Უされる 



方法② 䠄水素䠅䜢送䜚䛺が䜙熱す䜛方法 䠟 
ᣠ化᤾は᤾に(    ) 
Ტ ア Უᑥに変化するᲣ 

Ტ ① ᲣにᲢ ᳝ Უされる 

ᾒῄᾞ ᾗᾁ ᾒῄ ᾗᾁᾞ 

Ტ ᳝ Უされる 

Ტ ᳞ Უされる 

水滴 

還元䛿酸化䛸䠄   䠅䛻起こ䜛!! 䠄䜲䠅䛻 

           ⑤ 



方法② 䠄水素䠅䜢送䜚䛺が䜙熱す䜛方法 還元 
ᣠ化᤾は᤾に(    ) 
Ტហかっᑥに変化するᲣ 

Ტ᤾ᲣにᲢᢩ元Უされる 

ᾒῄᾞ ᾗᾁ ᾒῄ ᾗᾁᾞ 

ᢩ元される 

ᣠ化される 

水滴 

還元䛿酸化䛸䠄   䠅䛻起こ䜛!! 同時䛻 



ᾑ 気体が発生ẴỦ反応 

密閉Ẳềいễいể 
質量Ịί              ὸ 
䠘理由䠚 
 

ỚẾổい 

 Ỵ  
密閉ẲềいỦể 
質量Ịί              ὸ 
䠘理由䠚 
 

     Ỹ 

 Ỷ   Ỻ 



ᾑ 気体が発生ẴỦ反応 

密閉Ẳềいễいể 
質量Ịί              ὸ 
䠘理由䠚 
発生ẲẺ気体が 
䠄二酸化炭素䠅 
䠄              䠅か䜙 

ỚẾổい 

 大ẨẪễỦ  

空気中Ệ逃ậềẟẪ 

密閉ẲềいỦể 
質量Ịί              ὸ 
䠘理由䠚 
発生ẲẺ気体が 
䠄二酸化炭素䠅 
䠄              䠅か䜙 

変ỪỤễẟ 

外Ệ逃ậỤủễẟ 

  䠔䠌䠊䠌䠌䡃 
䞊䠓䠕䠊䠐䠒䡃  
  䠙 䠌䠊䠑䠐䡃 
  

小さく



ᾒ 金属が酸素ể化合ẴỦ反応 

密閉Ẳềいễいể 
質量Ịί              ὸ 
䠘理由䠚 
 

密閉ẲềいỦể 
質量Ịί              ὸ 
䠘理由䠚 
 

 Ỵ  

 Ỷ  

     Ỹ 

 Ỻ 



ᾒ 金属が酸素ể化合ẴỦ反応 

密閉Ẳềいễいể 
質量Ịί              ὸ 
䠘理由䠚 
空気中ỉ酸素が 
䠄              䠅か䜙 

大ẨẪễỦί重ẪễỦὸ 

金属ể結ỎếẪ 
ί酸化ẴỦὸ 

密閉ẲềいỦể 
質量Ịί              ὸ 
䠘理由䠚 
空気中ỉ酸素が 
䠄              䠅か䜙 

変ỪỤễẟ 

入Ụễẟ 



密閉容器中䛷䛿 
化学変化䛾前後䛷、質量䛿䠄         䠅。 
 

ᾔ 

物質ỉ出入ụầễẟẮể䜢 
確認す䜛こ䛸!! 

反応前ỉ質量ỉ総和 反応後ỉ質量ỉ総和 ᾌ 

変ỪỤễẟ Ỵ 

ᾋ注意点ᾍ 

ộえ   ẲếụỢう  ẸうỪ          ắ   ẲếụỢう  ẸうỪ 

ỚẾổい ợうき ẼỠう 



密閉容器中䛷䛿 
化学変化䛾前後䛷、質量䛿䠄         䠅。 
 

質量保存ỉ法則 

物質ỉ出入ụầễẟẮể䜢 
確認す䜛こ䛸!! 

反応前ỉ質量ỉ総和 反応後ỉ質量ỉ総和 ᾌ 

変ỪỤễẟ 変ỪỤễẟ 

ᾋ注意点ᾍ 

ộえ   ẲếụỢう  ẸうỪ          ắ   ẲếụỢう  ẸうỪ 

ỚẾổい ợうき ẼỠう 



 䠢 

銅が酸素䛸化合し䛶酸化銅䛻䛺䜛 
䠘化学反応式䠚 
䠎䠟䡑 䠇 䠫䠎 → 䠎䠟䡑䠫 
こ䛾時䛾質量比䛿 
銅䠖酸素䠖酸化銅䠙䠄  䠅䠖䠄  䠅䠖䠄  䠅 

銅䠖酸素䠙䠄   䠅䠖䠄   䠅 
 
銅䠖酸化銅䠙䠄   䠅䠖䠄   䠅 ア   ウ 

ア  イ 
ア  イ  ウ 



定比例䛾法則 

銅が酸素䛸化合し䛶酸化銅䛻䛺䜛 
䠘化学反応式䠚 
䠎䠟䡑 䠇 䠫䠎 → 䠎䠟䡑䠫 
こ䛾時䛾質量比䛿 
銅䠖酸素䠖酸化銅䠙䠄  䠅䠖䠄  䠅䠖䠄  䠅 

銅䠖酸素䠙䠄   䠅䠖䠄   䠅 
 
銅䠖酸化銅䠙䠄   䠅䠖䠄   䠅 ４    ５ 

４   １ 
４   １   ５ 

䛶い  䜂 䜜い    䜋う 䛭く 



 䠢 
䝬䜾䝛䝅䜴䝮が酸素䛸化合し䛶酸化䝬䜾䝛䝅䜴䝮䛻䛺䜛 
䠘化学反応式䠚 
䠎䠩䡃 䠇 䠫䠎 → 䠎䠩䡃䠫 
こ䛾時䛾質量比䛿 
䝬䜾䝛䝅䜴䝮䠖酸素䠖酸化䝬䜾䝛䝅䜴䝮䠙䠄  䠅䠖䠄  䠅䠖䠄  䠅 

䝬䜾䝛䝅䜴䝮䠖酸素䠙䠄   䠅䠖䠄   䠅 
 
䝬䜾䝛䝅䜴䝮䠖酸化䝬䜾䝛䝅䜴䝮䠙䠄   䠅䠖䠄   䠅 

ア   イ 

ア   ウ 

ア  イ  ウ 



定比例䛾法則 
䝬䜾䝛䝅䜴䝮が酸素䛸化合し䛶酸化䝬䜾䝛䝅䜴䝮䛻䛺䜛 
䠘化学反応式䠚 
䠎䠩䡃 䠇 䠫䠎 → 䠎䠩䡃䠫 
こ䛾時䛾質量比䛿 
䝬䜾䝛䝅䜴䝮䠖酸素䠖酸化䝬䜾䝛䝅䜴䝮䠙䠄  䠅䠖䠄  䠅䠖䠄  䠅 

䝬䜾䝛䝅䜴䝮䠖酸素䠙䠄   䠅䠖䠄   䠅 
 
䝬䜾䝛䝅䜴䝮䠖酸化䝬䜾䝛䝅䜴䝮䠙䠄   䠅䠖䠄   䠅 

３    ２ 

３    ５ 

３   ２  ５  


